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地下水汚染が判明した地区 平成３年度～
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ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ等
H3～　現在も継続監視中

御殿場市内

ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
H12調査終了

ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ
H12調査終了
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H16調査終了
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■
H28年にﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ、
1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝが検出
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背景（御殿場市杉名沢地区）

平成元年～平成２年度
トリクロロエチレンの基準値超過が判明（0.778mg/L）

市は土壌調査等を実施したが汚染原因は特定できなかった

＜応急措置＞
　・汚染井戸所有者に対し、飲用中止を指導（上水道接続）
　・周辺の取扱事業場に対し、使用方法・保管方法等を指導
　・汚染井戸及び周辺井戸の継続監視

＜恒久措置＞
　・汚染井戸に揚水曝気装置設置（処理水は側溝へ排出）
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背景（御殿場市杉名沢地区）

平成３年～
汚染井戸及び対照井戸2地点の定点モニタリング調査開始

（基準値0.01mg/L） （基準値0.04mg/L） （基準値0.002mg/L）
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※参考（現状）
・令和元年度、対照井戸１地点の井戸変更
・変更井戸で1,2-ジクロロエチレンとクロロエチレンが検出

〇令和３年度
＜汚染井戸＞
　トリクロロエチレン　0.28 mg/L　1,2-ジクロロエチレン　5.6 mg/L
　クロロエチレン　0.16 mg/L
＜対照井戸＞
　トリクロロエチレン　0.001 mg/L未満
　1,2-ジクロロエチレン　0.041 mg/L　クロロエチレン　0.0008mg/L
※もう一つの対照井戸はそれぞれ報告下限値未満

・現在に至っても高濃度に推移している。

・調査井戸以外への汚染の拡散有無等の
　　　　　　　　　詳細調査が必要である。

背景（御殿場市杉名沢地区）
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方法

＜調査項目＞
・水温　・pH　
・電気伝導度（EC）
・陽イオン（Na+、K+、Mg2+、Ca2+）

・陰イオン
　（F-、Cl-、NO3

-、SO4
2-、PO4

3-、HCO3
-）

・VOC（1,2-ｼﾞｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ, ﾄﾘｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ）

＜調査地点＞
　御殿場市の井戸台帳を元に
汚染井戸（地点１）を中心とした
半径1km以内の井戸22地点
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　・pH、電気伝導度、陽イオン、陰イオンの
　　　　　　　　　　データを使用して主成分分析

　・主成分分析で得られた主成分得点で
　　ユークリッド距離とウォード法による
　　　　　　　　　　　　　　　　クラスター分析

＜解析方法＞

統計解析ソフトR 4.1.0
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＜VOC分析＞

結果

・調査した22地点のうち地点１、地点５、地点18、地点19でVOCが検出
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AB

VOC検出地点

汚染井戸

＜クラスター分析＞

・大きく分けてＡとＢの２グループに分類
・VOCが検出した地点は４地点のうち３地点がグループＡ
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・汚染範囲は地点１を中心に
　地点５、地点18、地点19の一帯

・地下水の流れは地点５の北側で
　地点１・地点19の方と地点20・
　地点21の方の二つに枝分かれ

・地点19は地点１と同じ汚染の
　拡散によりVOC検出

・地点18は採水時の状況等により
　地点１と別グループに分類
　⇒今後の調査で再度確認が必要である。

・汚染井戸から半径１km以内について
　地下水の概況を把握。
　⇒１km以上離れた南側の地下水も同様
　　の調査を実施し、拡散の予測等する。

考察・まとめ


